(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:地域連携講座事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　　情報科学芸術大学院大学

　教務担当　電話番号：0584-75-6600（内104）

　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：805千円（前年度予算額：0千円　＊アカデミー予算で実施：828千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　IAMASの人材や研究環境整備を活用し、地域の産業界へ知的成果を還元することにより、「県内企業の情報化」を支援し、県立教育機関としての社会的使命を果たす。

　・地域連携講座　社内ネットワークの整備のための技術取得

　・岐阜高専連携講座　地元中小企業向けものづくりの方向性のヒントを探る
　・Windows Phone７アプリ開発勉強会　
	２　所要経費


　事業費　805千円

賃金　　　 210千円・・・学生ＴＡへの賃金支払

　　報償費　　  44千円・・・外部講師への謝礼

　　費用弁償　   8千円・・・外部講師の費用弁償
　　業務旅費　 133千円・・・業務旅費

消耗品費　 290千円・・・ネットワーク機材等
　　　光熱水費　 120千円・・・光熱水費
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　・ITを活用した生産性の向上を支援する。
	２　これまでの取組状況


平成23年度はアカデミーのANDコースが主体となり、県内製造業の社員を主な対象としてネットワークサーバ整備講座を開催した。（H23：7社8名受講）。
　岐阜高専連携講座では、オープンCAE、クラウド、プロトタイピング等について講義と　　　　実習を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


　受講者及び派遣元企業から好評で、製造業等の情報化に貢献している。県内産業等のIT化推進のための取組みは、県、IAMAS、マイクロソフト（株）三者による協定につながり、この協定により設置した岐阜イノベーションセンターの活動により財団法人ソフトピアジャパンと連携しながら県内企業等のIT化推進をさらに進める活動を実施していく。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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